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　 日 本 の 東 京 圏 一 極 集 中 及 び に 地 方 の 過 疎 状 態 が 問 題 と な っ て 久 し い。2014 年
に は 増 田 寛 也 氏 が 発 表 し た 「増 田 レ ポ ー ト」 内 で、2040 年 ま で に 全 国 の 自 治 体
が 半 減 す る と 報 道 さ れ、 大 き な 話 題 と な っ た。 そ ん な 中、 政 府 も 本 格 的 に こ の 問
題 を 危 惧 視 し 始 め て お り、 現 安 倍 政 権 は 「地 方 創 生」 と い う ワ ー ド を 掲 げ、 史 上
初 と な る 省 庁 の 地 方 移 転 に 踏 み 切 っ た。
な ぜ 政 府 ま で も が 東 京 一 極 集 中 及 び に 地 方 の 過 疎 状 態 を 問 題 視 し て い る の か。 こ
の 状 態 を 放 っ て お く と、 今 後 わ が 国 は ど う な る の か。 　
　 本 論 で は、 東 京 圏 一 極 集 中 の 及 ぼ す 影 響、 及 び に 経 済 成 長 と の 関 連 性 を 論 じ、
そ の 後 3 章 に わ た っ て 解 決 へ の ア プ ロ ー チ 法 を 提 案 し て い く。
第 1 章 東 京 一 極 集 中
1
　 東 京 一 極 集 中 と は、 東 京 圏 へ 人 口 ・ 大 企 業 な ど が 集 中 す る 現 象 で あ る。 東 京 圏
の 面 積 は 全 国 に お い て 3.5％ ほ ど で あ る が、2014 年 時 点 で は 全 国 の 28.3％ も の 人
口 が 存 在 し て お り、 面 積 に 対 す る 人 口 比 が と て も 大 き い。 特 に 東 京 都 に お い て は
2012 年 時 点 で、 資 本 金 が 10 億 円 を 超 え る よ う な 大 企 業 が 全 国 の 46.1％ も 存 在
し て お り、 単 に 人 口 が 多 い だ け で な く、 都 市 と し て 発 展 し て い る こ と が わ か る。
2015 年 現 在、 東 京 圏 で は 20 年 連 続 で 転 入 超 過 状 態 で あ り、2015 年 に お け る 数










マ イ ナ ス を 記 録 し て い る。
　 で は、 東 京 一 極 集 中 は、 な ぜ 起 こ っ た の か。 理 由 と し て は、 我 が 国 が 中 央 集 権
国 家 で あ る こ と ・ 重 工 業 の 衰 退 ・ 収 益 の 利 益 等 多 岐 に わ た る が、 現 在 最 も 大 き
な 理 由 と な っ て い る の は 地 方 が 衰 退 し、 雇 用 の 場 が な く な っ て い る こ と で あ る
2
。
賃 金 の 差 は、図 1 を 見 れ ば 一 目 瞭 然 で あ る。最 近 地 方 で も 雇 用 が 改 善 し て い る が、
「ロ ー カ ル 経 済」 と 呼 ば れ る、 サ ー ビ ス 業 な ど の 低 賃 金 か つ 非 正 規 雇 用 の 求 人 が
多 く
3
、 高 賃 金 の 「グ ロ ー バ ル 経 済」 を 求 め る 人 々 は 上 京 せ ざ る を 得 な い。
図 1 地 域 別 ア ル バ イ ト ・ パ ー ト 賃 金
（出 典：リ ク ル ー ト ジ ョ ブ ズ 社 「2013 年 6 月 ア ル バ イ ト・パ ー ト 全 国 エ リ ア 別 募 集 時 平 均 時 給 調 査」）
し か し、 東 京 圏 へ の 一 極 集 中 は 様 々 な 弊 害 を も た ら す。 東 京 圏 だ け に 焦 点 を 当 て
て も、 人 口 過 密 に よ る 1 人 あ た り の 便 益 減 少 や 集 積 の 不 利 益・物 価 上 昇・長 時 間
通 勤 ・ 災 害 や テ ロ 時 の 被 害 拡 大 等 が あ げ ら れ る。 本 論 で は 最 大 の 課 題 と し て、 出
生 率 の 低 い 東 京 圏 へ の 人 口 集 中 に よ る 我 が 国 の 人 口 減 少、 及 び に 経 済 成 長 鈍 化 を
挙 げ た。
2　増田寛也編 ,2014,『地方消滅』17-20
3　冨山和彦 ,2014,『なぜローカル経済から日本は蘇るのか』株式会社 PHP 研究所 24-26
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第 2 章 　 地 方 創 生
4
　 で は、 政 府 は こ の 状 態 を ど の よ う に 捉 え て い る の か。 現 安 倍 政 権 で よ く 使 わ れ
る ワ ー ド と し て、「地 方 創 生」 が 挙 げ ら れ る。 地 方 創 生 と は、「人 口 減 少 問 題 の 克
服 ・ 成 長 力 の 確 保」 の た め の あ ら ゆ る 政 策 ・ 取 組 み で あ り、 具 体 的 に 見 て い く と
地 方 重 視 の も の が 多 い
5
。 地 方 か ら の 東 京 圏 へ の 人 口 流 出 が、 結 果 的 に 少 子 化 及
び に 生 産 年 齢 人 口 減 少 に 結 び つ く 可 能 性 が 高 い か ら で あ る。
　 東 京 圏 へ の 流 出 人 口 は、 若 年 層 が 圧 倒 的 に 多 い
6
。 が、 若 年 層 は そ の 地 域 に と っ
て 労 働 力 で あ る と と も に、 女 性 に お い て は 「人 口 再 生 産 力」 で あ る。 よ っ て 地 方
に と っ て は 只 の 人 口 流 出 で は な く、 そ の 次 世 代 と な る 人 口 ま で 失 っ て し ま っ た 結
果 に な る。一 方 そ の 流 出 先 で あ る 東 京 圏 で は、既 婚 率・出 生 率 と も に 低 い。例 え ば、
2015 年 の 生 涯 未 婚 率 ・ 晩 婚 率 ・ 出 生 率 を 見 て み る と、 全 て に お い て 東 京 都 は 男
女 と も に ワ ー ス ト 1 位 で あ り、他 の 東 京 圏 の 各 県 も 概 ね 上 位 に 入 っ て い る
7
。 よ っ
て 国 全 体 か ら 見 る と、「人 口 再 生 力」 で あ る 若 年 女 性 が、 わ ざ わ ざ 出 生 率 の 低 い
東 京 圏 に 集 ま っ て い る と い う こ と に な る。 こ の ま ま だ と 少 子 化 が 進 み、 生 産 年 齢
人 口 が 減 っ て し ま う だ ろ う。 一 方 経 済 成 長 に は、 労 働 ・ 資 本 ・ 技 術 進 歩 が 必 要 で
あ る。 生 産 年 齢 人 口 の 減 少 は、 労 働 の 減 少 は も ち ろ ん、 間 接 的 に 資 本 ・ 生 産 性 の
減 少 に も つ な が り か ね な い。 例 え ば、 技 術 を 発 明 ・ 行 使 す る に も、 人 の 手 が 必 要
で あ る。 図 2 は、 人 口 以 外 の 要 因 を コ ン ト ロ ー ル し た 場 合、 人 口 の 多 さ が 生 産 性




















図 2　 生 産 性 と 人 口 規 模 の 関 係
　（出 典 ：http://www5.cao.go.jp/j-j/wp/wp-je08/08b03010.html）
　 で は 東 京 圏 一 極 集 中 の 改 善 の た め に は ど う す れ ば い い の だ ろ う か。 一 番 は や は
り 地 方 の 雇 用 の 増 加 で あ る。 こ こ で 注 目 す べ き は、 個 人 レ ベ ル で 見 る と、 寧 ろ 地








図 3　 農 山 漁 村 へ の 定 住 願 望 推 移
　（出 典 ： 国 土 交 通 白 書 2015   http://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h26/hakusho/h27/html/n1211000.html）
図 3 に よ る と、す べ て の 世 代 に お い て 地 方 へ の 移 住 願 望 が 高 ま っ て い る こ と が わ
か る。 こ れ ら の 移 住 希 望 者 等 が 重 視 し て い る の が、 仕 事 の 有 無 や 内 容 で あ る。
そ こ で 如 何 に 地 方 に 雇 用 を 増 や せ る か、こ こ か ら 3 章 に わ た っ て ア プ ロ ー チ 法 を
考 え て い く。
第 3 章 　 地 方 分 散
　 ア プ ロ ー チ 法 の 1 つ 目 と し て、本 章 で は 産 業 の 地 方 分 散 （以 下 地 方 分 散） に つ
い て 論 じ た。
　 地 方 分 散 と は、 大 都 市 圏 へ の 産 業 お よ び 人 口 の 集 中 を 抑 制 し， 同 時 に 地 方 の 開
発 を 進 め る 目 的 で， 産 業 の 地 方 立 地， 地 方 移 転 を 促 進 す る こ と で あ る
9
。
こ れ に よ り、 地 方 に 雇 用 創 出・税 収 入 増 加 等 が 起 こ る の は も ち ろ ん、 図 4 の よ う




図 4　 三 大 都 市 圏 と 福 岡 県 の 比 較
（出 典 ： 福 岡 県 企 業 立 地 情 報  http://www.kigyorichi.pref.fukuoka.lg.jp/appeals/businesslifecost）
こ の 動 き を 後 押 し す る 政 策 と し て は、 地 方 拠 点 強 化 税 制
10
が 発 足 さ れ た。 こ れ は
企 業 が 地 方 （三 大 都 市 圏 外） に 本 社 を 移 し た り 強 化 し た り す る と、 税 額 控 除 を 中
心 と し た 優 遇 措 置 を 受 け る こ と が で き る と い う 制 度 で あ る。 ま た 地 方 の 施 策 と し
て、 数 多 く の 自 治 体 が 減 税 ・ 補 助 金 制 度 を 発 足 し て い る。 こ れ ら の 利 点 や 施 策 を
活 用 し、 企 業 戦 略 と し て 地 方 分 散 を 行 っ た 大 企 業 も い く つ か 存 在 す る
11
。
　 し か し そ れ は 少 数 派 で あ り、 現 状 で は 未 だ 多 く の 企 業 が 東 京 圏 に 集 中 し て い
る。 経 団 連 の 調 査 結 果
12
に よ る と、 地 方 移 転 を 行 う か 否 か の 判 断 材 料 と し て 最 も
多 く の 企 業 が 挙 げ た の は、「交 通 イ ン フ ラ 等 の 事 業 環 境 の 整 備」 で あ る。 そ の 後
一 票 差 で 「法 人 税 ・ 法 人 事 業 税 等 の 優 遇」 へ と 続 い た。 そ こ で 経 団 連 が 今 後 の 施
策 と し て 挙 げ た の は、「特 区 制 度 の 活 用」 と 「税 制 優 遇 等 の イ ン セ ン テ ィ ブ 付 与」
の 二 つ で あ る
13
。
前 者 に お い て は、 現 在 既 存 の 政 策 と し て 「総 合 特 区 制 度」
14













の 中 の 一 つ に、「地 域 活 性 化 総 合 特 区」 と い う も の が あ り、「地 域 資 源 を 最 大 限 活
用 し た 地 域 活 性 化 の 取 組 に よ る 地 域 力 の 向 上」 を 目 的 と し て い る。
経 団 連 は こ れ を 更 に 強 化 し、 地 域 の 特 徴 ・ 主 要 産 業 を 生 か す と い う 現 行 の 方 針 は
そ の ま ま に、 よ り 集 積 を 重 視 し た 特 区 制 度 を、 県 庁 所 在 地 等 の 中 核 的 な 都 市 に の
み 導 入 す る べ き で あ る と 述 べ た。 そ う す れ ば 地 域 が 企 業 向 け に 発 展 し、 結 果 イ ン
フ ラ 整 備 も 進 み、 好 循 環 が 起 こ る の で は な い だ ろ う か。
後 者 の 「税 制 優 遇 等 の イ ン セ ン テ ィ ブ 付 与」 に つ い て は 先 述 し た 地 方 拠 点 強 化 税
制 が 当 て は ま る。 経 団 連 は オ フ ィ ス 減 税 や 雇 用 促 進 税 制 と い っ た 現 行 の も の に 加
え、 更 に 補 助 金 交 付 や 長 期 に わ た っ た 法 人 税 控 除 等、 ソ フ ト 面 で の 支 援 の 必 要 性
を 説 い て い る。
ま た、地 方 分 散 の 進 み や す い 環 境 作 り と し て、経 団 連 は 地 方 で の ワ ン ス ト ッ プ 化・
官 公 庁 移 転 な ど 地 方 分 権 の 重 要 性 も 挙 げ て い る。 官 公 庁 移 転 に 関 し て は、 政 府 は
2016 年 9 月、 文 化 庁 を 京 都 府 に、 統 計 局 の 一 部 を 和 歌 山 県 に、 消 費 者 庁 の 一 部
拠 点 を 徳 島 県 に 移 転 す る と 発 表 し た 。 こ れ に は 民 間 企 業 の 地 方 分 散 を 自 ら 率 先
し て 促 す と い う 狙 い が あ る が、 地 方 分 権 の 観 点 か ら も 重 要 で あ る こ と が わ か る。
こ の 取 り 組 み に よ り、 地 方 分 散 の 流 れ が 社 会 の 中 で も 定 着 す る の で は な い だ ろ う
か。
第 4 章 　IT と 地 方 分 散
15
　 前 章 で 挙 げ た 地 方 分 散 を 更 に 掘 り 下 げ る も の と し て、 本 章 で は IT を 用 い た 地
方 分 散 に つ い て 論 じ た。
　 イ ン タ ー ネ ッ ト の 発 達 し た 現 代 社 会 で は、 ど こ に い て も 即 座 に 連 絡 を 取 っ た
り、 デ ー タ に ア ク セ ス し た り す る こ と が で き る。 こ れ を 活 用 す れ ば、 地 方 に い て
も 都 市 部 と 同 じ 仕 事 が で き、 結 果 地 方 分 散 に つ な が る の で は な い だ ろ う か。
　IT に よ る 地 方 分 散 で 重 要 な ワ ー ド と し て、「テ レ ワ ー ク」 が 挙 げ ら れ る。 政 府
は 現 在 取 り 組 み 中 の 「ふ る さ と テ レ ワ ー ク 推 進 事 業」 内 に お い て、 ふ る さ と テ レ
ワ ー ク を 「い つ も の 仕 事 を ど こ に い て も で き る よ う、 バ ー チ ャ ル オ フ ィ ス 等 の 孤
独 感 を 感 じ さ せ な い ツ ー ル を 活 用 し、 地 方 へ U タ ー ン （I タ ー ン） し て も、 自 宅
や サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス ／ テ レ ワ ー ク セ ン タ ー で の 就 労 を 可 能 と す る 雇 用 型 ・ 自 営







型 テ レ ワ ー ク」 と 定 義 づ け て い る
16
。 同 取 り 組 み で は、 地 方 15 か 所 に お い て テ レ
ワ ー ク を 行 い、 ど の よ う な 効 果 が あ る か 実 験 し て い る。 背 景 に は 介 護 ・ 子 育 て を
含 め 地 方 移 住 希 望 者 が 増 え つ つ あ る こ と、 ま た 企 業 側 の ニ ー ズ と し て も、 地 方 の
優 秀 な 人 材 確 保 ・ 育 児 介 護 離 職 の 阻 止 ・ 地 域 に お け る ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス 拡 大 傾 向
な ど が あ る。実 際 に ANA グ ル ー プ は、「運 営 の 効 率 化」「仕 事 と 育 児 の 両 立 支 援」「安
定 的 な 人 材 の 確 保」を 含 む 様 々 な 視 点 か ら、予 約 業 務 部 門 に お い て 地 方 分 散 を 行 っ
た
17
。 テ レ ワ ー ク を 用 い た 地 方 分 散 の 特 徴 と し て、 コ ー ル セ ン タ ー ・ 予 約 業 務 ・
IT 業 務 な ど 移 転 す る 部 署 が 偏 っ て い る こ と が 挙 げ ら れ る。 こ れ ら の 業 務 は IT 環
境 が 整 っ て い れ ば 比 較 的 ど こ に い て も 行 え る 仕 事 で あ る。 そ の た め、 多 く の 地 域
が 移 転 先 と な り え る し、 地 域 と し て も 対 策 を し や す い。 ま た 企 業 に と っ て も、 営
業 部 門 な ど フ ェ イ ス to フ ェ イ ス の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 重 視 す る 部 署 は 都 市 部
に 残 し て お く こ と が で き る た め、 リ ス ク の 少 な い 選 択 と い え る。
　 地 域 例 と し て、 徳 島 県 神 山 町 を 紹 介 す る。 徳 島 県 で は、 そ の IT 環 境 の 良 さ ・
補 助 金 制 度 な ど か ら、2016 年 9 月 地 点 で 40 社 も の サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス が 東 京 ・
大 阪 か ら 進 出 し て い る
18
。 中 で も 神 山 町 は、 人 口 5600 人 の 過 疎 化 し た 小 さ な 町 で
あ り な が ら、16 社 も 進 出 し て お り 県 内 最 多 で あ る 。 こ れ に よ り、 神 山 町 で は 近










図 5　 神 山 町 人 口 増 減 の 内 訳
　（出 典 ： 神 山 町 　 創 生 戦 略、 人 口 ビ ジ ョ ン 　 ま ち を 将 来 世 代 に つ な ぐ プ ロ ジ ェ ク ト
　 　http://www.town.kamiyama.lg.jp/office/soumu/kikaku/chihousousei_v.1.1.pdf）
他 に も 進 出 し た 企 業 が 行 政 に ク ラ ウ ド サ ー ビ ス を 提 供 し 行 政 の 業 務 効 率 が 上 が っ
た り、 町 に 若 者 向 け の イ ベ ン ト ・ 店 が 建 っ た り と、 サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス 進 出 に よ
り、 神 山 町 は 地 域 活 性 化 へ と つ な が っ た と い え る。
　IT に よ る 地 方 分 散 の 課 題 点 と し て は、 や は り 企 業 の 進 出 が 進 ま な い 点 に あ る。
理 由 と し て、IT 人 材 が 東 京 に 集 ま っ て い る こ と ・IT 業 界 は 特 に 規 模 の 経 済 が は
た ら き や す い こ と が 挙 げ ら れ る
19
。 ま た テ レ ワ ー ク の 普 及 等 も 今 後 の 課 題 で あ る。
　
　






　 ベ ン チ ャ ー 企 業
　
　 ア プ ロ ー チ 法 の 2 つ 目 と し て、 本 章 で は ベ ン チ ャ ー 企 業 に つ い て 論 じ た。
　 ベ ン チ ャ ー 企 業 と は、 創 造 力 ・ 開 発 力 を も と に、 新 製 品 ・ 新 技 術 や 新 し い 業 態
な ど の 新 機 軸 を 実 施 す る た め に 創 設 さ れ る 中 小 企 業 で あ る
21
 。 地 方 創 生 に お い て
ベ ン チ ャ ー 企 業 は、 ① 雇 用 創 出 に つ な が る ② 新 し い ③ 独 自 性 が あ る、 の 3 点 が 有
効 で あ る と 考 え る。 地 方 で の 雇 用 創 出 を 考 え た と き、1 つ は 先 述 し た 地 方 分 散 が
有 効 で あ る。 が、 企 業 の 地 方 分 散 は あ ま り 進 ん で お ら ず、 ま た 企 業 の 撤 退 時 等 を
考 え る と、 や や 安 定 し な い。 そ こ で、 も う 1 つ の 選 択 肢 は 地 方 内 で 雇 用 を 創 出
す る と い う も の に な る。 こ の と き、 既 存 の 中 小 企 業 支 援 等 で も 良 い の だ が、 ベ ン
チ ャ ー 企 業 の そ の 新 し さ ・ 独 自 性 を 有 効 活 用 す れ ば、 よ り 地 方 創 生 に つ な が る 可
能 性 が あ る。 ベ ン チ ャ ー 企 業 は、 新 技 術 や 新 商 品 を 提 供 し 続 け る こ と が で き る た
め、 地 元 は も ち ろ ん、 社 会 全 体 の 変 わ り ゆ く 環 境 に 対 応 し や す い。 ま た 同 時 に 独
自 性 が あ り、地 域 の 強 み を 生 か し た、地 域 オ リ ジ ナ ル の 企 業 を 作 る こ と が で き る。
そ し て こ れ ら は 主 に 若 者 に と っ て、 魅 力 的 な 仕 事 と な り え る。 新 技 術 や ビ ジ ネ ス
モ デ ル で ユ ー ザ ー の ニ ー ズ に 合 わ せ た 商 品・サ ー ビ ス を 生 み 出 す 企 業 や、ソ ー シ ャ
ル ベ ン チ ャ ー の よ う に 地 域 共 通 の 課 題 を 解 決 す る 企 業 も あ り、「や り が い」 や 「自
己 実 現」の 提 供 の 場 に も な っ て い る。 実 際、宮 崎 県 の ベ ン チ ャ ー 企 業 ア ラ タ ナ（以
下 ア ラ タ ナ） は、 若 手 職 員 が 多 数 を 占 め る。
　 ア ラ タ ナ は 2007 年 に 設 立 さ れ た IT ベ ン チ ャ ー 企 業 で あ り、 都 内 の 企 業 を 買 収
す る な ど 成 長 し 続 け て い る 企 業 で あ る。 営 業 は テ レ ビ 電 話 を、 会 議 は ス カ イ プ や
ハ ン グ ア ウ ト を 使 う な ど、 仕 事 環 境 は IT を 駆 使 し て お り、 取 引 先 の 9 割 は 東 京
都 で あ る。 こ の よ う に 前 章 に 続 き、 地 方 に お け る IT の 効 力 は か な り 大 き い も の
で あ る こ と が わ か る。 こ れ に よ り 宮 崎 県 で は 若 者 向 け の 雇 用 が 増 え、 ま た 「宮 崎
IT3000 プ ロ ジ ェ ク ト」
22














　 今 後 の 課 題 と し て は、 地 方 は 都 市 部 に 比 べ て 資 金 調 達 が し に く い 事 ・ そ も そ も
わ が 国 で は 失 敗 を 恐 れ て 起 業 し な い 人 が 多 く、 ベ ン チ ャ ー 企 業 数 自 体 が 少 な い 事




　 以 上 5 章 に わ た っ て、 一 極 集 中 の 及 ぼ す 影 響 及 び そ の 解 決 策 に つ い て 論 じ た。
こ こ で 再 度 ま と め て み る と、 現 在 地 方 か ら 人 口 が 流 出 し、 東 京 圏 へ の 一 極 集 中 が
起 き て い る。 し か し 流 入 先 で あ る 東 京 圏 は 出 生 率 が 低 く、 結 果 国 全 体 の 人 口 減 少
に つ な が る 恐 れ が あ る。 人 口 が 減 る と、 生 産 年 齢 人 口 減 少 等 に よ り、 経 済 成 長 が
妨 げ ら れ て し ま う。 そ こ で 必 要 な の が 東 京 圏 一 極 集 中 是 正 で あ り、 そ の 為 に は 如
何 に 地 方 の 雇 用 力 を 高 め る か が 重 要 で あ る。 そ の 為 の ア プ ロ ー チ 法 と し て、 地 方
分 散 及 び ベ ン チ ャ ー 企 業 が 有 効 で あ り、 そ れ ら は IT と 相 性 が 良 い。
　 一 極 集 中 の そ も そ も の 課 題 と し て は、 尚 東 京 都 に 多 く の 大 企 業 が 集 ま っ て お
り、 そ の 結 果 よ い 仕 事 を 求 め、 現 在 進 行 形 で 若 年 層 の 地 方 流 出 が 止 ま ら な い と い
う 点 が あ る。 尤 も、 一 極 集 中 問 題 や 地 方 の 過 疎 問 題 解 決 の た め の 大 臣 が 設 置 さ れ
た り、 メ デ ィ ア な ど で こ れ ほ ど 大 き く 取 り 上 げ ら れ た り し だ し た の は 最 近 の こ と
で あ る。 今 後 の 展 開 に 期 待 し た い。
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